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はじめに

１ 花き生産の場面では７０年以上前か

らキクの電照栽培が行なわれてきた。

２ オランダなど高緯度地域では乏し

い日照を補うため、電灯により補光

栽培を行っている。

３ ＬＥＤは白熱電灯や蛍光灯に代わ

る照明として急速に普及してきた。

従来の電灯に比べ圧倒的な省エネ

効果から、様々な利用が期待されて

いる。

４ 今回の実証ではＬＥＤ補光がコチ

ョウラン（鉢）の生育に与える影響

を明らかにする。

出典
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「国産農産物の革新的低コスト実現プロジェクト」
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ＬＥＤ設置の目的と設置状況

１ ＬＥＤによるコチョウランの生育促進効果の確認
目標 →温室の妻面上部は日焼け症防止のため、外部に遮光資材を被覆し

てあり、太陽光の照射が少なく日中は減光状態にある。
このため、温室中央部と妻面とでは開花期にずれが生じ、妻面で

は約２週間出荷時期が遅れる。
このためＬＥＤを妻面付近に設置し、生育を促し、温室内の出荷

期を揃える。
２ 設置状況
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２ ＬＥＤ補光の実証事例
供 試 品 種 「Phalaenopsis Sogo Yukidian 」通称「Ⅴ３」
温 室 外部被覆エフクリーン 冷暖房設定２３℃～２５℃
温室搬入時期 ７月２６日（直径4.5ｃｍ鉢苗 台湾より空輸）
管 理 高さ１ｍのグレーチングベンチ上に置き通常管理
供 試 Ｌ Ｅ Ｄ フィリップス社製 Philips Green Power LED

Toplightingモジュール DR/W MB 
長さ約125cm   波長域 400nm～700nm 消費電力 200W
ベンチ上に平行に４基設置

ライティング
デザイン ベンチ上の光量 平均６０μmol/s/㎡で設計
ＬＥＤ照射時間 ９月３日～１６日 ６：００～１７：００（１１時間）

９月１７日～出荷期 ５：００～１９：００（１４時間）
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３ コチョウランの生育状況

１月上旬１２月



４ 主要な生育データ

〇 ステム（花茎）の長さは温室中央部と

妻面のＬＥＤ設置区とで差はなかった。

〇 １株当たりの花蕾の数は全く差がなか

った。

〇 出荷時期は１２月下旬～１月上旬に温

室内に偏りなくまとまって出荷できた。

ＬＥＤによる補光によりハウス内の生育を

揃えて、一斉出荷が可能となる。

５ まとめ



６ ＬＥＤ照射の留意点

〇 ＬＥＤ照射付近の株の花弁の裏側に無照射

株よりもやや濃い紫紅色の発色が認められた。

〇 今回、出荷には影響なかったがコチョウラ

ンは多数の品種があり、発生には品種間差が

あると思われる。

実際の場面では注意が必要である。

花弁裏側に紫紅色の発色が発生した。
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